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【概 要】

我々は 「聞く 「見る 「話す」のに障害のある情報弱者をサポートする「情報バ， 」、 」、

リアフリー支援」の研究を進めている。この課題では、情報バリアフリー技術の産業化モ

デルと障害者の社会参加への効果を明らかにする。

具体的には、Ａ．聴覚・言語の機能に支障のある人たちのために、話者の音声を文字化して

話者の顔画像と一緒に提示する「音声同時字幕システム、Ｂ．視覚障害者がウェブ上の文書を高速に読」

むのをサポートするために，ウェブ上のテキストを任意の高速音声に，リッチテキストを触覚

パターンに変換する「触覚ジョグダイアル」を例にとって、次の３点について調査・提言す

る。

１．情報バリアフリー技術を製品として安定供給させるための「産業化モデル」を提案

し、２．情報弱者が支援機器を活用することにより、どの程度「社会参加」しやすくな

るかを予測し、３．一般ユーザも使えるような機器に発展させることによって、市場が

どの程度に拡大するのかを「市場調査」する。以上のことから、超高齢社会を迎えて、

わが国では避けて通れないバリアフリー機器産業に対してその取り組み方を提言する。

【期待される成果】

１ 「音声」から「文字と顔情報」へ 「文字」から「音声と触覚情報」へ変換された刺激． 、

をヒトはどのように受容し、言語中枢でどこまで理解できるのかという観点から、脳科学へ

新しい問題を提起することである。２．教育学や障害学の立場から評価した上で，障害者

社会参加と雇用への道筋を探り、さらにユニバーサル・デザインへの道を示すことである。

３．産業化モデルを通じて、バリアフリー産業の「公益性」と「市場性」の両立のさせ方

について提言ができることである。
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